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３３月月１４１４日日（木）（木）
災害VC登録者対象立上訓練を災害VC登録者対象立上訓練を

実施しました！実施しました！
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伊豆市社協では

日ごろから

災害時の体制整備の為、

登録者を募集し現在 224 名。

本年度も引き続き

みんなで考え、みんなで備える

センター運営を目指します！
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Ⅰ　法人部門 
１. 社会福祉協議会の基盤強化
(1) 法人運営体制の強化　　　　　　　　　　　　　　
(2) 会員組織の強化 ( 一般会費・特別会費 )

(3) 赤い羽根共同募金の推進
(4) 住民意識調査の実施
(5) 地域福祉活動計画進行の管理
(6) 災害時体制・マニュアル整備

Ⅱ　地域福祉部部門 
１. 広報・調査活動事業
(1) 広報紙「はーと to ハート」の発行 ( 年 6 回 )
(2) ホームページの管理・運営
(3) 伊豆市社会福祉大会の実施（10 月 23 日開催予定）
(4) 伊豆市共同募金委員会の運営・推進
(5) 他媒体を活用した社協 PR

２. ボランティアセンター事業
(1) 情報提供
　◦コーディネート機能強化
　◦情報発信
　◦ボランティア相談
(2) 育成
　◦ボランティアグループへの助成金交付
　◦ボランティア団体の活動 PR 等
　◦ボランティア連絡会・団体への協力
　◦子育て支援事業
　◦災害ボランティアセンター体制整備事業
　◦おたがいさまサービスボランティア
　◦移送ボランティア
　◦ボランティアビューローの管理・整備・活性化
　◦ボランティア保険加入促進

３. 福祉教育事業
(1) 福祉教育実践校事業
(2) 高校生福祉体験事業の開催

４. 小地域福祉活動事業
(1) 地域福祉委員会設置事業
(2) ふれあいサロンの推進

５. 生活支援事業
(1) 子育て支援事業
　◦チャイルドシート貸与事業 ( 通常・一時 )
　◦チャイルドシート補助金交付事業
　◦赤ちゃん訪問
(2) 福祉用具貸与事業
(3) 移送サービス事業
(4) ふれあい会食サービス
(5) おたがいさまサービス事業

６. 福祉総合相談
(1) 福祉相談事業
(2) 日常生活自立支援事業
(3) 資金貸付事業
(4) 法人後見事業

７. 社会福祉法人連絡会事業

予 算令和3年度

収入計   170,834 千円

当会は皆さまからお寄せ頂く会費、寄附金をはじめ、市補助金・ 市受託金、県受託金、共同募金配分金を財源とし、介護保険・障害者総合支援法によるサービス事業と一体的に、
社会福祉協議会事業を実施してまいります。今年度もご支援ご 協力よろしくお願いいたします。

第３次地域福祉活動計画及び令和３年度事業計画は「だれもが安心して暮らせる地域福祉づくり」を基本理
念のもと、関係機関と連携を図りながら、地域福祉の推進に取り組んでまいります。

令和３年度 事業計画

収 入

① 会費収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,250千円
② 寄付金収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 800千円
③ 市補助金収入(社協運営) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23,141千円
④ 市補助金収入(社会福祉大会、チャイルドシート購入補助金
　 交付事業、災害VC体制整備事業) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,292千円
⑤ 市補助金収入(福祉団体) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,678千円
⑥ 市助成金収入(無縁仏、静霊奉賛会) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 95千円
⑦ 共同募金配分金収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,260千円
⑧  市受託金収入(手話奉仕員養成事業、生活困窮者自立支援事業、生活支援
　 コーディネーター設置事業、市民後見人育成事業、中核機関設置事業) ・・・ 18,479千円
⑨ 会館管理受託金収入(城山活動支援センター管理、中伊豆保健福祉
　 センター受託運営事業) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,148千円
⑩ 県社協受託金収入(資金貸付事業、日常生活自立支援事業受託金収入) ・・2,354千円
⑪ 貸付事業収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 500千円
⑫ 事業収入（日常生活自立支援事業利用料収入） ・・・・・・・・・・ 492千円
⑬ 負担金収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 271千円
⑭ 児童福祉事業収入（学童保育） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33,567千円
⑮ 介護保険事業収入（居宅介護、訪問介護、介護予防・日常生活支援総合事業） ・・・ 34,117千円
⑯ 自立支援事業収入（訪問介護） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,756千円
⑰ 受取利息配当金収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 640千円
⑱ その他の収入（雑収入） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 300千円
⑲ 積立資産取崩収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,870千円
⑳ 前期末支払資金残高 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12,824千円
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基本理念　だれもが安心して暮らせる地域福祉づくり

Ⅲ　在宅部門 
１. 介護保険事業
(1) ふれあい居宅介護支援事業所
(2) 伊豆市社協介護事業所

２. 障害者自立支援事業
(1) 居宅介護事業の実施
(2) 重度訪問介護事業の実施
(3) 同行援護事業の実施

３. 介護予防・日常生活支援総合事業
(1) 第 1 号介護予防支援事業
(2) 第 1 号訪問事業

４. 市受託事業
(1) 生活困窮者自立支援事業

(2) 介護事業関係
　◦生活管理指導員派遣事業の実施
　◦移動支援事業の実施
　◦認定調査事業の実施
　◦介護予防支援事業の実施
(3) 放課後児童健全育成事業の実施
　◦ひがしっこクラブ
　◦くまっこくらぶ
　◦といっこくらぶ
　◦だるまっこくらぶ
(4) 手話奉仕員養成講座
(5) 生活支援コーディネーター事業
(6) 福祉相談センターへの協力

Ⅳ　施設管理部門 
１. 中伊豆保健福祉センター管理業務
２. 城山活動支援センター管理運営事業

Ⅴ　その他
１. 福祉団体への補助金交付と自主的活動の促進
(1) 民生委員児童委員協議会
(2) 老人クラブ連合会
(3) 手をつなぐ育成会
(4) 戦没者遺族会

２. 伊豆市ケア会議等への参加・協力
３. 市内高等学校文化祭への協力
４. 他機関との連携・調整

1. 福祉のひとづくり
2. 共生のまちづくり
3. 安心できる環境づくり

基本
目標

支出計  170,834 千円

支 出

当会は皆さまからお寄せ頂く会費、寄附金をはじめ、市補助金・ 市受託金、県受託金、共同募金配分金を財源とし、介護保険・障害者総合支援法によるサービス事業と一体的に、
社会福祉協議会事業を実施してまいります。今年度もご支援ご 協力よろしくお願いいたします。

① 人件費支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34,868千円
② 地域福祉事業費支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,585千円
③ 福祉団体補助金支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,678千円
④ 助成金支出(地域福祉委員会、ふれあいサロン、ボラン
 　ティア活動、福祉教育実践校) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,190千円
⑤ 市受託事業支出(手話奉仕員養成事業、生活困窮者自
　 立支援事業、生活支援コーディネーター設置事業、市
　 民後見人育成事業、中核機関設置事業) ・・・・・・・・・・・・ 18,545千円
⑥  会館管理受託事業支出(城山活動支援センター管理、
　 中伊豆保健福祉センター受託運営事業) ・・・・・・・・・・・・・5,148千円
⑦ 県社協受託事業支出(資金貸付事業、日常生活自立支
　 援事業) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,232千円
⑧ 貸付事業支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 800千円
⑨ 児童福祉事業支出（学童保育） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33,567千円
⑩ 介護保険事業支出（居宅介護、訪問介護、介護予防・日
　 常生活支援総合事業） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34,956千円
⑪ 自立支援事業支出（訪問介護） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,756千円
⑫ 事務費支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,939千円
⑬ 車輌運搬具取得支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,070千円
⑭ 予備費支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 500千円
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修善寺地区
 修善寺地域福祉委員会 
　少子高齢化や時間の経過とともに、地域の行事や言い伝
え、風習などを次世代に引き継ぐことが難しくなってきまし
た。そこで、地域住民向けに地域を見直していけるものを作
ろうと「わがまち しゅぜんじ すごろく」を作成し各戸配布し
ました。また修善寺小学校や修善寺中学校へ寄贈しました。

 修善寺東地域福祉委員会 
　毎月第1水曜日の朝、児童の通学時間に合
わせて各地区の横断歩道や交差点、バス停等
であいさつ運動を行っています。今年度は、地
域全体の見守り活動につながるよう地域の方
が参加した時のタスキを購入しました。また、
新型コロナウイルス感染症対策について地元
のうさぎ薬局様に講演していただきました。

 修善寺南地域福祉委員会 
　毎月第3水曜日の朝、児童の登校時間に各地区
であいさつ運動を行っています。地域の皆様にも
あいさつ運動にご参加頂きたい、地域福祉委員会
の活動を知って頂きたいと思い『修善寺南地域福
祉委員だより』も発行いたしました。
　また、防災研修として伊豆市防災安全課防災専
門官を講師にお招きし、勉強会を開催いたしまし
た。コロナ禍における避難についてもお話を伺う
事が出来ました。

 熊坂地域福祉委員会 
　年６回小学校の各学期の始
業式と終業式の朝、瓜生野地区
及び小学校の校門前にてあい
さつ運動をおこなっています。
また、今年度は地域づくり協議
会の行事へ協力していくこと
となり、10月に収穫したもち米
で、熊坂小学校3年生と5年生、
地域づくり協議会、老人クラブ等で餅つき大会を実施したため地域福祉委員も参加しました。みなさん美味し
く食べていました。

各地域福祉委員会各地域福祉委員会

現現状状報報告告たくさんの方にご協力いただき、

さまざまな活動をしています。
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中伊豆地区
 八岳地域福祉委員会 
　今年度もベンチの作製を継続し必要箇所に設置し
ました。“八岳地域福祉委員会”のプレートが目印で
す。丸太タイプとベ
ンチタイプがあり
ます。ちょっとした
立ち話もなんです
から、是非ご活用く
ださい。

 大東地域福祉委員会 
　今年度は昨年度配備した簡易トイレの備品拡充と
非接触型体温計を購入し配備しました。また、伊豆市
防災安全課防災
専門官による防
災研修も行い、地
域の防災につい
て考えました。

 中地区地域福祉委員会 
　交通安全看板
を リ ニ ュ ー ア
ルし設置しまし
た。お年寄り用
と子ども用があ
ります。お年寄
りの買い物や子
どもたちが安全
に登下校できるよう、声かけや見守りのご協力をお
願いします。

 白岩地域福祉委員会 
　昨年度に引き続き、子どもや高齢者等の見守りを
目的に何かのついでにPRできる車に掲示する「マグ
ネット」を作製しました。掲示される委員や地域の方
が増え、「みまもりたい」を大きくPRできております。

天城湯ヶ島地区
 湯ヶ島地域福祉委員会  ・  月ヶ瀬地域福祉委員会  ・  狩野地域福祉委員会 
　今年度は３地区の共通取り組みとしてあいさつ運動と冊子製作
をしました。
　毎月第１月曜日を「あいさつ運動の日」とし、子どもの見守り・
声掛けを通してあいさつからはじまる地域づくりを目指しあいさ
つ運動をしております。
　また、９月と１月のあいさつ運動では委員全員で一箇所及び二
箇所で実施しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、今までの「ふつうのくら
し」が難しくなり、考え方にも変化がありました。特に災害時の考
え方が新しい生活様式に変化したため、避難の方法や備えておくものなど、１冊の冊子にまとめて、天城湯ヶ
島地区全世帯に配布しました。

土肥地区
 土肥地域福祉委員会 
　津波被害特別警戒地域でもあり、災害に
ついての意識が高まっており、伊豆市防災
安全課防災専門官による勉強会を開催しま
した。コロナ禍における避難所生活につい
て考え、実際の運営を学ぶ為、みなくる会と合同で防災専門官の指導のもと「避難所運営訓練」を実施しまし
た。段ボールベッドの組立て等も体験しました。

 みなくる会 
　身近な困りごとについて「鳥獣被害」の問題が多く出ました。伊豆市農林水産
課に講師を依頼し鳥獣被害の現状と対策について勉強会を行いました。また、コ
ロナ禍における避難所運営について学びたい、との意見があり、土肥地区と合同
で「避難所運営訓練」を実施しました。
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赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金のの
申請が始まります申請が始まります

ボランティア団体や福祉施設の方へ（福祉施設機器整備事業）
福祉施設には今まで送迎用の車や作業等で使用する機器等、

様々な助成をさせていただいております。
申請受付期間締め切りが５月１４日までとなっておりますので

助成を希望される方はお問い合わせください。
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令和３年度司法書士専門相談

“身近な暮らしの法律家に相談してみませんか？”
「成年後見制度について知りたい」「土地の登記申請はどうやるの？」「覚えのない高額請求が
届いた」…成年後見制度、悪質商法、消費者金融、身近な契約トラブル、財産管理などについて、
司法書士が無料で相談に応じます。

専門相談日程
日　程 場　所 日　程 場　所

５月１１日（火） 中伊豆保健福祉センター 伊豆市八幡33-1 １１月　９日（火） 伊豆市天城湯ヶ島支所 伊豆市湯ヶ島161-1

６月　８日（火） 伊豆市天城湯ヶ島支所 伊豆市湯ヶ島161-1 １２月１４日（火） 城山活動支援センター 伊豆市本立野531-1

７月１３日（火） 伊豆市土肥支所 伊豆市土肥670-2 　１月１１日（火） 中伊豆保健福祉センター 伊豆市八幡33-1

８月１０日（火） 中伊豆保健福祉センタ－ 伊豆市八幡33-1 　２月　８日（火） 伊豆市天城湯ヶ島支所 伊豆市湯ヶ島161-1

９月１４日（火） 城山活動支援センター 伊豆市本立野531-1 　３月　８日（火） 伊豆市土肥支所 伊豆市土肥670-2

１０月１２日（火） 伊豆市土肥支所 伊豆市土肥670-2

福祉総合相談事業・専門相談日程福祉総合相談事業・専門相談日程
しあわせそうだん

まずはお気軽にご相談下さい。司法書士が相談に応じます!!

◦場　　所：各支所（４ケ所）
◦日　　時：原則毎月第２火曜日
　　　　　  午前９時３０分～１１時３０分（相談時間は各３０分）

◦申し込み：事前予約制
　　　　　　伊豆市社会福祉協議会 ８３-３０１３
　　　　　　伊豆市八幡33-1

伊豆市社会福祉協議会では車イス車両の貸出及び運転者がいない方のため
運転ボラティアの派遣をする「移送サービス」を実施しております。各地区ごとに車イス車両を整備
し、貸出をしておりますが、運転ボランティアが足りません。各地区ごとの講座を実施しますので多
くの参加をお願いします！

運転運転ボランティアボランティア
養成講座を開催します！

〇中伊豆地区
　令和３年５月２５日（火）　10時00分～
　中伊豆保健福祉センター

〇修善寺地区
　令和３年５月２５日（火）　10時30分～
　城山活動支援センター

〇土肥地区
　令和３年５月２６日（水）　10時00分～
　伊豆市役所土肥支所

〇天城湯ヶ島地区　　
　令和３年５月１２日（水）　10時00分～
　伊豆市役所天城湯ヶ島支所

講
座
日
程

対　象　伊豆市にお住まいの概ね７０歳未満の運転が好きな方

持ち物　運転免許証
※当会に整備している車両はすべて軽自動車のオートマ車です。
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（順不同、敬称略）令和３年２月５日～３月３１日感謝のページ
寄 付 金

◦中伊豆地区日蓮宗寺院一同

寄付物品

◦東静岡ヤクルト販売株式会社
　従事者一同
　ヤクルト1632本

あたたかい善意を
ありがとう
ございました

伊豆市社会福祉協議会では、以下の人材を募集しています。

介護職員（訪問介護事業所）募集
【ホームヘルパーアルバイト職員】
（月～日8時～18時 週20時間程度 ※要相談）
① 業 務 内 容　利用者宅での食事、入浴、買い物等の
　　　　　　　介助業務
② 必 要 資 格　介護職員初任者研修修了者
　　　　　　　（ヘルパー2級）以上

③ 勤 務 地　伊豆市社協訪問介護事業所
　　　　　　　伊豆市本立野531-1
　　　　　　　城山活動支援センター
④ 給 与 等　時給９００円～
　　　　　　　（移動手当・交通費別途あり）
⑤ 休 　 日　日曜日及び勤務シフト以外の日

まずは、お電話にてお問合せください。　伊豆市社会福祉協議会 本所　0558-83-3013

❊

❋

伊豆市立図書館

心配心配するする「「災害災害」」をを備備えるえる「「地域地域」」にに

立上訓練参 加 者 募 集 !!

※コロナワクチン接種会場等により修善寺での会場の準備ができません。
　本年度は中伊豆での開催とします。

伊豆市災害ボランティアセンター

開

催

日

時

問合せ・申込先
伊豆市社会福祉協議会　伊豆市八幡33-1　0558-83-3013

 コロナ禍でも災害は止められません！今までとは違う考え方が必要です。
 カギを握るのは地元、地域の私たちです！
大規模発生時に立ち上がる災害ボランティアセンター。
地域での困りごとへの中心は災害ボランティアセンターが担います。
本訓練においては災害ボランティアセンターの役割やしくみを理解いただき、
地域全体の災害意識の向上を目的に開催します。
※感染症拡大防止に努め、換気の徹底や消毒液の用意をします。

令和３年６月２６日土
天城会場　９：３０～天城会場　９：３０～
伊豆市役所天城湯ヶ島支所

土肥会場　９：３０～土肥会場　９：３０～
伊豆市役所土肥支所

中伊豆会場  １３：３０～中伊豆会場  １３：３０～
中伊豆保健福祉センター

令和３年７月３日土
修善寺会場  ９：３０～修善寺会場  ９：３０～
中伊豆保健福祉センター

持ち物　筆記用具
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